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❺ 出産や子育ての安心と魅力の創出     

『子育てするなら、大都市よりも大東市。』をもっと実感できるまちに
・一般不妊治療費などの助成を行います	 ・育児休業や介護休業を取得しやすい企業の認定登録制度を導入します
・オンラインによる子育てイベントを実施します	 ・子育てアプリを使った情報発信を充実させます

❻ チャレンジする人と産業の後押し     

ものづくり産業×人づくり×新産業で、チャレンジし続けるまちに
・産学共同研究などにより、企業の新分野への進出の促進を後押しします	 ・テレワーク（※8）などのＩＣＴ環境の整備を支援します
・市内企業と学生の就労のマッチングを行います	 ・チャレンジする市内企業人材の育成と連携を進めます

▌ 総合戦略の推進を下支えする体制 ～行政サービス改革～   

時間や空間に制限されない未来志向の行政サービスを提供
・手続きのオンライン化やキャッシュレス決済の導入を進めます	 ・マイナンバーカードの取得を促進します
・近隣自治体と広域的な連携を進めます

一人ひとりの幸せの実現を後押しします 幸せデザイン 大東
【幸せの実現に向けて】

総合計画に定める理念をめざすまちづくりを推進するため、次の6分野に重点的に取り組むとともに、
行政サービス改革を進めることにより、各分野の取り組みを下支えしていきます。

一人ひとりの
幸せの実現

持続可能なまち
一人ひとりの幸せ
＝まちの幸せ

社会増　自然増
関係人口・

交流人口呼び込み

高齢者の定義に
とらわれないまちづくり

年齢に関わらず、誰もが役割や居場所
を持ちいきいきと暮らせるまちづくり

+人口構成バランスの
　　　適正化　　　
まちを支える人・支えて
きた人・支えが必要な人
の安心と信頼を醸成

用語解説
※１：ＩＣＴ………………………通信技術を使って、人とインターネット、人と人とがつながる手段のこと
※₂：社会増………………………転入数が転出数を上回る状態のこと
※₃：自然増………………………出生数が死亡数を上回る状態のこと
※₄：関係人口……………………特定の地域に継続的に多様な形で関わる人
※₅：交流人口……………………観光者など、その地域を訪れる人
※₆：コミュニティ・スクール……学校と保護者や地域がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、皆でともに子どもたちの豊かな成長

を支え「地域とともにある学校づくり」を進めること
※₇：インクルーシブ教育…………必要とするさまざまな合理的配慮を行ったうえで、障害のある人とない人がともに学ぶこと
※₈：テレワーク……………………情報通信技術を活用した、場所や時間に捉われない柔軟な働き方のこと

一人ひとりの幸せを支え、
応援します！

今よりもっと一人ひとりが幸せになれる
まちには人が集まり、人が集まるまちには

笑顔があふれ、新たな笑顔と幸せにつながります。

一人ひとりの幸せがまち全体に
まち全体の幸せが一人ひとりの幸せに

そんな「幸せの連鎖」が
生まれるまちをめざします。



だいとう　2021（令和3）年4月号6

❶ 危機管理の徹底   

人・地域の力とＩＣＴの力で、どこよりも安心なまちに
・市民の皆さんと行政とで防災訓練を行います	・総合防災マップを更新し、皆さんにお知らせします
・避難場所に通じる避難路の整備を行います	 ・食料などの備蓄を充実させます

❷ エリア価値を高める都市整備と都市空間の創出       

楽しくて、居心地のよい空間が広がるまちに
・野崎駅・四条畷駅周辺整備を計画的に進めます	・	住道駅前デッキや末広公園を多くの人が楽しめる豊かな場として有効活用します
・プラスチックごみを削減していきます	 ・	飯盛城跡の国史跡指定を契機に、市内外に魅力を発信します

❸ 健康寿命の延伸   

年齢に関わらず、いきいきと暮らせるまちに
・オンラインでの健康イベントなどを実施します	 ・全年齢型の通い・交流の場をつくります
・ＩＣＴを活用して高齢者の孤立化を防ぎます

❹ 確かな学力の向上と教育環境の充実    

学びの個別最適化を進め、彩り豊かな教育が受けられるまちに
・ＩＣＴを活用し、学びを深められる教育を進めます	 ・学校も地域も企業も一体となって家庭を応援します
・コミュニティ・スクール（※6）を導入します
・障害の有無にかかわらず、一人ひとりに応じて学べるインクルーシブ教育（※7）を進めます

○
○
学
校

一人ひとりの幸せの実現を後押しします

第５次大東市総合計画（今後10年間でめざすまちの姿）

第２期大東市まち・ひと・しごと創生総合戦略
（今後５年間を目標に重点的に取り組むこと）

SDGs（エス・ディー・ジーズ）ってなに？
２０１５年に国連サミットで採択された国際目標のことで、誰ひとり取
り残さない社会をつくるための１7の目標などを定めています。大東
市もSDGsに積極的に取り組むことで、まちのさらなる発展をめざ
します。

公民連携 住民自治 ＩＣＴ（※1）
の活用

【まちづくりの理念】　あふれる笑顔　幸せのまち大東づくり
【まちづくりに取り入れる発想】 【持続可能なまちであり続けるために】

メインターゲット

社会増（※2）
自然増（※3）

子育てしている世代・仕事をしている世代
これから子育てしようとしている世代
これから仕事をしようとしている世代

関係人口（※4）増
交流人口（※5）増

近隣地域に住んでいる人
過去や現在において大東に関わりがある人

総合計画・総合戦略特集2


